












































































⚫

⚫



本資料に掲載しております将来の予測に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
お問い合わせは、ＩＲ部 marui-ir@0101.co.jpにご連絡ください。


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 目次
	スライド 4: 第１章　丸井グループがめざすインパクト
	スライド 5: 1-1  経営理念とインパクトの関係 
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: 1-3 丸井グループビジョン2050
	スライド 9
	スライド 10: 1-5  ビジョン2050の達成にむけたインパクトの設定
	スライド 11: 1-6  インパクト2.0 
	スライド 12: 1-6  2030年インパクトKPIと財務KPI
	スライド 13: 第２章　インパクト達成に向けた道筋 
	スライド 14: 2-1  インパクトを創出する構造
	スライド 15: 2-2  丸井グループのロジックモデルの全体像
	スライド 16: 2-3  ロジックモデル①　将来世代の未来を共につくる
	スライド 17: 2-3  ロジックモデル②　一人ひとりの「しあわせ」を共につくる
	スライド 18: 2-3  ロジックモデル③　共創のエコシステムをつくる
	スライド 19: 第３章　インパクトの取り組みの成果
	スライド 20: 3-1  2023年3月期　主な取り組みの成果と価値創造ストーリー
	スライド 21: 3-2　インパクトの取り組み①　Kesou
	スライド 22: 3-3　インパクトの取り組み②　ヘラルボニー
	スライド 23: 3-4　インパクトの取り組み③　応援投資
	スライド 24: 3-5　インパクトの取り組み④　人的資本投資
	スライド 25: 第４章　インパクトKPIの進捗状況
	スライド 26: 4-1  2023年3月期　ハイライト
	スライド 27: 4-2  インパクト①　将来世代の未来を共に創る
	スライド 28: 4-3  インパクト②　一人ひとりの「しあわせ」を共に創る
	スライド 29: 4-4  インパクト③　共創のエコシステムをつくる
	スライド 30: Appendix
	スライド 31: 1-1  インパクト実績の集計方法について　　将来世代の未来を共に創る
	スライド 32: 1-2　インパクト実績の集計方法について　　一人ひとりの「しあわせ」を共に創る
	スライド 33: 1-3　インパクト実績の集計方法について　　共創のエコシステムをつくる
	スライド 34: 2-1　脱炭素社会の実現    2030年 CO2削減100万tへの道のり
	スライド 35: 2-2　脱炭素社会の実現　再生可能エネルギーへのこだわり～新宿マルイ本館～
	スライド 36: 2-3　脱炭素社会の実現　電力のトレーサビリティについて
	スライド 37: 2-4　脱炭素社会の実現　再生可能エネルギー事業者との共創のエコシステム
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40


